












【研究目的】 

少産少死の時代を迎え、今日ほど新生児期・乳児期の生活管理とその指導が重要な時はな

い。母親の有職化が進み、生活管理は家庭のみに留まらず、乳児の保育施設における生活

管理をも検討すべき時代に入っている。 

一方、慢性疾患を有する児の退院後のケアや在宅ケアの観点から、新生児期・乳児期の慢

性呼吸障害,栄養・代謝の問題、黄疸や薬物の母乳移行の問題、低酸素症や頭蓋内出血合併

症など、この時期に特有な病態に対する総合的な研究も焦眉の問題である。本研究ではこ

れらの病態を有する児について併せて在宅ケア支援システムの効果的なあり方を検討し、

未熟児を含めた新生児・乳児の家庭もしくは保育施設における生活管理指針の策定を図る

ことを本研究の目的とする。 


